


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































在天津邦人紡 1939年4月 1939.5 1939.6 1939.7 1939.8 
1939.9-
~40.3 
天津紗廠第1。第2 54,114 一 一 54,114 
裕大紗廠 48,646 一 48,646 
公大第六廠 105,696 105,696 
公大第七廠 60,128 60,128 
絡豊紗廠 102,384 一 102,384 
華 新 事方 45,248 一 45,248 
童書喜紗廠 30,000 30,000 
上海紗廠 10,000 20,000 30,000 一 30,000 
岸和田紡 一 10,000 20,000 30,000 
456,216 476,216 486,216 496,216 506,216 
華人紡（在天津〉
恒 源 紡 36,792 一 一
北洋紗廠 37,632 一 一
遠 生 廠 9,072 
言T 83,496 一 一
在青島邦人紡 1939年4月 1939.5 1939.6 間 97 ! 1939.8 
1939.9-
-40,3 
太康紗廠 55,000 一 一 55,000 
内外紗廠 49,252 一 49,252 
隆輿紗廠 44,000 一 一 44,000 
愛国紗廠 38,500 一 38,500 
上海紗廠 43,984 一 一 43,984 
公大第五廠 一 25,000 55,000 55,000 
資＊紗廠 33,000 一 33,000 
富士紗廠 32,720 一 32,720 
同興紗廠 38,248 38,248 
計 334,704 334,704 334,704 359,704 389,704 389,704 
民替車君、計 874,416 884,416 894,416 929,416 969,416 979,416 































































































































































































































































































































綿 糸 綿 布
支那人邦紡 人
紡績業 績業 計ー
河北 115,835 - 115,835 
山東 97,489 205,255 278,744 
山西 65,781 - 65,781 
計 261,105 205,255 466,360 














使用棉花 米 キ市 印度棉 」免及棉
関＼設
昭和十四 昭和十三昭和十四！昭和十三1;1···~； 年昭和十月例割l附和十二年一月迄年迄七月末年 A 月迄年七月末 年七月末のさドヶ年 に終るの牛ヶ年宇迄にケ移年間る 迄に終る
局 やヶ年間間 宇ヶ年間
f.J 度 50 
必 1司崎 山
3( 
日本 390 4~ 










総移入高 1 86,000; 
計 （供給高〉｜ 580,000: 















































































































































































4 1,900 3 1,400 二百五十蔦元
8 8,850 
5 9,050 

















（ 精 紡機州機鋒）翠位 ！ 級 機 ．，遷／
第七表
青島｜天津！計
昭和十点国 ム ！ ゴ函函
同十一年末
新槍設計議｜幻，250!809,0UOJ1,024,250j 
q.iのもの｜ ｜ ｜ 
昭和十年末｜ 16,9401 -I 16,940 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（会~03耕，43作2千面市積畝） （全耕作函宮）（会耕作面霊）110,662千市 ! 酎，5ROマ市
1 小委 33.%小委 47% 小三年 26%
2 粟 18ク 高梁 17，，粟ー 18//
3 高 梁 13η 大 宣 17 ／／高 梁 12 ij 
4 玉箆j黍 13ゲ 粟 15か玉ま｝黍 6ィシ
5 中市 花 911 玉萄黍 8 I 黍 6グ
6 大 要事 6 / 棉花 5η 大 事芸 5,, 
7 大 豆 5砂 大 きF 5’シ 綿花 4 , 
8 黍 4か 詩草花生 4,, 大 '.J. 3グ， 
9 落花生 4 / 黍
：！菜制 種臨 i ~＝ 10 胡 腕 3ィシ u・ 藷
11 町 藷 3’P 古H 蹴 20’煩草 1ク
手重 Iヶ 生F 主 1ク｜日・ 藷ー





































入 1100とす！支出 1100とすim 経 1100ξすi
iる桁数！ 1る桁君主i ｜る指数1
綿花 I i2.s4! 1υo[ s.:>9[ ~001 4.45[ ~o~J 
小委｜ 5.121 40[ 4.68[ 561 0.441 10: 
粟 I 6叫 41'.I 6.001 可。
大豆 I 4.川判 2.321 2sl 2.39 


























































































































































































































































































































































































































山東省 i 5,4931 1,8011 6,11引 8,510; 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第一次制官1・第二次改訂割笛 1 I 
1938年9月19語方Irn瓦司会‘計 i
← 39. 8 I -39.3 I -39.8 I 
内地向 1 1,303↓ 8001 6701 1,470 
北支向｜ 1,17剖 7551 280) 1,03司
満洲向 1 5611 -I 501 50: 
中支肉 1 2581 －~ -I 





用具費 l i'.50 4.o! i~20/ s. 
営業費 I LOOI 2訓 0.801 3.6, 
荷 主 費｜ 2.30 5.41 2.川 9-l
動力費 I s.50 :i.引 5.C司 2.7!




勢｜工賃 I 20.001 4刊 9却 I41. 
｜寄宿舎費其他 l 3.50: 8-31 0.601 2. 
働｜諸給料 I i.sol 4.01 i.20J s.司
「一一一一一一一一一一1一一一一一「一一一｜一一一一一｜一一一一
カ I~二一竺一＿ I 25.001 s9.4＼竺~（
内地工場の費用に'!lo~·ずる Hf\•/ 
在支工場の費用の割合 "1'Cl.V/O 
税金及公認｜ 4.ool 9.51 o.sol 2.3[ 
保険料I o.叫 1.2[ o.sol 2.3! 
旅費共他雑 1'tI I.201 2.81 0.801 3. 
tJ、計 I 5. 101 13,51 1.so1 s.21 
内地工場の費用に訴する 刊に似
































































































































































































































































































































































































































邦人工場｜ n.770 I 48.9% 
支那人工場｜ 61,950 I 42.2 














邦人工場 I104，誠！ 296，回4i 13,7叫































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































男工 I sο，435! 24 I 47,285j 43 I 97,720j 31 
女工 I134,767[ 70 i 54,4851 51 I 198,252! 
幼年ヱ 1 i2,330I 6 I 7,03到 6 I 19,3691 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一一一一一 ） し壬！？〉 一l る B の芦~i杢額〈ム＂）＿ l資本額CB') iるB＇の%
I I I I 千元｜ 干元 i
天津 J 183 I 33 I 12.5%1 284,728 I 185,996 J 65.3% 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































最大限 I525~~而： m丘品l げおI 21与：（
24.50一＇ 3.玲 I3.50 I 3.5o ! 3.5 0 
zs.ooi 以ド1 以下i 以下i以下
35.oo-! 3.50-1 3.so~ 1 3.so-: 1.00-
42.001 7,001 7.001 7 01 8.41 
~－；；1~l'.oo1--s剥：瓦1·12251
最小限
f立Bや
一
九
三
三
年
の
支
那
に
於
け
る
失
主
者
は
一
千
寓
人
以
上
ィ
、
農
村
の
窮
乏
年
、
日
本
内
地
の
失
業
者
は
二
百
五
十
高
と
推
算
さ
れ
る
）
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
共
に
そ
の
原
因
を
見
ょ
う
口
le事＝70銭としで邦貨に換算。
庇舎政策時字社221~虎－224競「支那に於け
る労働ti:W」に縁る。
く116〕
1) 
2) 
1i吉考こ
九
一
一
一
O
前
越
し
た
如
く
枇
曾
的
諸
原
因
と
、
そ
れ
に
加
ふ
る
に
最
近
品
川
年
闘
に
於
て
頻
繁
に
耀
起
し
た
、
兵
飢
、
早
魁
及
び
洪
水
は
良
村
を
破
壊
し
つ
く
し
、
そ
れ
は
農
村
か
ら
都
曾
へ
の
念
ぃ
速
な
人
口
の
流
入
と
た
り
、
必
山
知
的
に
都
市
に
於
け
る
労
貨
の
低
下
1
1乍
失
業
献
態
ー
を
結
果
し
、
ま
す
／
＼
労
働
僚
件
を
劣
悪
忙
し
て
行
っ
た
。
一
方
従
来
圏
内
（
特
に
山
東
河
北
）
過
剰
人
口
の
移
住
地
域
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
満
洲
へ
、
っ
た
。
剰
へ
銑
に
移
住
し
て
ゐ
た
者
も
、
昔
の
故
郷
へ
障
っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
友
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
一
一
二
年
以
後
移
住
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
た
ぺ
産
業
の
疲
弊
従
来
の
手
工
業
的
生
産
物
は
、
玩
に
久
し
く
外
国
商
品
に
艶
し
競
争
力
を
持
た
‘
な
く
な
っ
て
ゐ
た
。
又
近
代
的
産
業
に
於
て
も
技
術
の
低
劣
と
、
経
替
の
一
拙
劣
さ
と
は
外
岡
費
本
に
依
る
店
主
に
打
ち
勝
ち
得
た
く
、
加
ふ
る
に
中
支
及
び
市
支
の
工
業
阜
、
手
工
業
の
原
物
た
る
木
綿
製
品
の
泊
費
市
場
た
る
梯
酬
の
袈
失
（
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
一
一
一
五
年
の
木
綿
販
買
額
を
見
る
と
、
此
の
一
年
間
に
四
千
九
肖
六
十
寓
海
閥
岡
か
ら
二
千
百
南
海
開
雨
へ
と
減
少
し
て
ゐ
る
）
は
多
数
工
場
の
閉
鎖
i
i失
業
者
の
創
出
ー
ー
を
来
た
し
た
。
支
那
枇
舎
の
牛
殖
民
地
性
、
宇
資
本
主
義
性
I 
支
那
に
於
て
は
欧
米
に
於
け
る
民
業
革
命
、
否
円
本
の
型
に
於
て
さ
え
産
業
革
命
は
成
立
し
た
か
っ
た
と
一
去
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
剖
ち
日
本
と
大
韓
同
じ
頃
欧
米
資
本
主
義
の
佼
入
に
際
曾
し
た
支
那
は
、
内
部
か
ら
そ
れ
に
到
抗
し
て
日
か
ら
を
－
資
本
主
義
園
へ
と
移
行
せ
し
め
る
こ
と
を
得
守
、
唯
欧
米
帝
闘
主
義
の
版
刷
の
小
に
間
服
し
て
し
ま
び
、
支
那
－
資
本
主
義
は
唯
外
国
資
本
主
義
に
依
つ
て
の
み
そ
の
形
態
を
保
っ
と
一
五
ふ
も
過
言
で
た
い
扶
態
に
あ
る
口
そ
し
て
共
底
に
は
単
に
封
建
支
那
、
殖
民
地
支
那
と
し
て
の
み
、
そ
の
形
骸
を
止
め
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
そ
c 117) 
れ
は
支
部
に
於
け
る
労
働
僚
件
劣
認
の
一
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
重
要
脱
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
以
上
北
支
を
中
心
と
し
て
邦
人
紡
の
枇
監
を
瞥
見
し
て
来
た
が
、
在
支
工
場
が
高
利
潤
を
施
中
げ
得
る
現
献
で
あ
り
、
加
ふ
る
に
本
年
に
於
て
口
本
相
花
栽
培
協
舎
が
設
立
さ
れ
、
日
本
資
本
に
よ
る
柏
花
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
と
と
等
左
考
ふ
る
時
、
今
後
治
安
が
ま
す
／
1
回
復
す
る
と
共
に
邦
人
紡
績
業
の
護
展
性
は
無
限
と
云
ふ
も
過
一
一
日
で
な
か
ら
う
。
以
上
資
料
の
不
足
と
不
勉
強
の
結
果
、
は
た
は
だ
不
完
全
な
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
叉
支
那
の
綿
業
に
闘
し
て
は
な
ほ
種
々
と
重
大
た
問
題
が
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
も
言
及
せ
や
し
て
経
る
が
叉
機
舎
あ
る
時
に
纏
め
て
見
た
い
。
今
島
、
事
費
三
年
を
迎
へ
て
、
強
く
東
亜
共
同
瞳
．
或
は
新
支
那
建
設
が
叫
け
ば
れ
る
時
、
単
に
そ
れ
が
支
那
に
於
け
る
欧
米
資
本
主
義
の
他
の
一
特
定
の
形
態
に
於
け
る
資
本
主
義
へ
の
代
置
に
あ
ら
や
し
て
、
民
の
新
東
亜
建
設
で
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
り
つ
L
稿
を
経
る
。
終
り
に
此
の
報
告
を
書
く
に
岱
p
、
極
々
御
懇
切
た
御
便
宜
と
御
指
導
を
下
さ
れ
た
山
下
教
授
に
厚
く
お
唯
一
申
上
ま
す
。
文
献
「
北
支
紡
績
業
の
議
建
と
そ
の
将
来
」
「
極
東
に
於
け
る
綿
業
」
東
亜
経
語
調
杢
川
河
端
フ
レ
グ
・
ア
ツ
ト
レ
1
「
日
本
紡
績
業
と
原
棉
問
題
研
究
」
名
手I~
統
「
日
本
枇
舎
政
策
史
」
風
早
八
十
二
雑
誌
文
献
「
紡
績
操
業
献
態
と
北
支
棉
需
給
問
題
」
同
盟
通
信
編
「
犬
日
本
紡
績
締
合
曾
月
報
」
l
五
百
六
十
現
よ
り
五
百
六
ト
二
親
「
北
支
経
捧
綜
観
」
満
銭
産
業
部
組
勺
北
支
資
本
制
軽
工
業
費
展
様
相
と
事
捕
獲
に
依
る
影
響
」
山
本
建
「
綿
糸
紡
績
事
情
参
考
書
昭
和
十
一
一
一
年
上
牟
期
」
大
日
本
紡
績
聯
合
曾
編
「
臼
・
満
・
支
綿
業
問
題
に
闘
す
る
一
考
察
」
松
「
支
那
事
賓
と
北
支
棉
花
」
名
手1
統
「
生
活
費
の
源
泉
と
し
て
の
牧
入
」
力t
野
「
支
那
に
於
け
る
労
働
賃
銀
」
佐
々
木
広 JI国
t口
「
支
那
の
繊
維
工
業
原
料
」
国
中
（
東
括
経
揖
調
持
品
）
（
叢
文
閤
）
ハ
大
同
世
一
日
院
）
（
日
本
評
論
吐
）
〈
綿
工
聯
四
十
六
容
七
鵠
）
c 118) 
大
日
本
紡
績
騎
合
曾
編
（
満
鎖
調
査
月
報
十
八
巻
一
一
一
蹴
）
5ム
（
浦
錨
調
査
月
報
十
八
巻
六
枕
）
郎
ハ
自
由
通
商
十
二
巻
二
錦
）
〈
大
限
潟
大
経
静
由
学
雑
誌
一
一
一
巻
一
鵠
）
（
枇
曾
政
策
時
報
二
百
廿
四
挽
よ
り
二
百
廿
六
輔
及
び
二
百
廿
八
鵠
）
（
吐
合
政
策
時
報
二
百
廿
一
揖
よ
り
二
百
廿
四
鵠
）
治T専
（
神
戸
高
商
貿
易
研
究
室
報
告
第
二
冊
）
